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新学期が始まり、はや１か月がたちました。子どもたちは新しいクラスにも慣れ、

元気いっぱいに学校生活を送っています。いっちータイムや昼放課には、おおぜい

の子どもたちが所狭しと運動場で遊ぶ姿が見られます。

本日まで、家庭訪問に出掛けさせていただきました。いろいろなことを聞かせて

いただき、担任の子ども理解がより深まりました。今後とも各家庭との連携を深め、

子どもたちの健やかな成長の支援をしていきたいと思います。

明日からゴールデンウィーク最後の連休です。交通事故やけがに気を付け、有意

義に過ごしてほしいと思います。休み明けには子どもたちが元気な笑顔で登校して

くれることを期待しています。

遠足に行ってきました
４月２６日（火）、各学年が遠足に出掛けました。晴れ上がり、汗ばむ陽気の中

を、各学年にふさわしい距離の目的地に向かいました。それぞれの学年で、新しい

クラスの仲間との絆を深めることができました。また、１年生と６年生は手をつな

いで長湫南部公園まで出掛けました。６年生のお兄さんお姉さんぶりがとても頼も

しく見えました。

１年

・６ねんせいといっしょにどろけいをしました。たの

しかったです。（さわたいおう）

・１ねんせいでかえった。やまみちでかえった。ぼう

けんみたいだった。（かわかみあかり）

・きょう１ごうこうえんのえんそくのかえりみちの森

で大かまきりを見たよ。（こさかしゅん）

２年

えんそくのかえりに、たけのこを見ました。たけや

ぶもたけのこもたくさんありました。ふきのとうのお

はなしをほんとうにしているみたいでした。またたけ

のこを見たいです。（やのさおり）

３年

ぼくの心にのこったことは血の池公園です。血の池公

園では、おにごっこをしたり、おやつ・おべんとうを食

べたりしました。戦いがあったという先生の話を聞いて、

血の池公園はさいしょはこわいところだと思ったけれ

ど、おべんとうを食べたりおにごっこをしたりしたのは

ぜんぜんこわくありませんでした。楽しかったのでまた

行きたいです。（うら川ゆうが）
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４年

岩崎城に行ってお城の中に入ったり、おべんとうや

おかしを食べるのが楽しかったです。一番たのしかっ

たことは、水琴窟です。水を白い石にかけるときれい

な音が聞こえてきました。２つあって２つともちがう

音でした。他にもミッションの答えをさがしてお城の

中に入ったりしました。全部答えが合っていてうれし

かったです。（奥田莉央）

５年

モリコロパークに行って一番心に残った事は班や友達

と遊んだことです。いっしょにハンティングワールドで

文字をさがしたり、弁当を食べた後にみんなで体を動か

したり、とてもたくさんの思い出ができました。今日、

みんなでいっしょにモリコロパークで遊んで、さがして、

動かして、話して、がんばったこの思い出は、６年にな

っても、中学生になっても、ずっと忘れられない、大切

な思い出になりました。（佐藤咲乃）

６年

この日の遠足で、１年生と交流することがとても楽し

みでした。それは、毎朝１年生のペアと話したり本を読

んであげたりすることがとても楽しく、毎日１年生の教

室へ行くことが楽しく思えていたからです。そしてこの

日、初めて１年生と遠足で楽しく遊ぶことができ、コミ

ュニケーションがとれてよかったと思いました。

牧野ヶ池公園に６年生だけで行ってからの昼食は、友

達としゃべりながらおかしを食べたりして、友達の意外なところが見られました。

それからの時間では、普通にみんなと遊べて、楽しくあっという間に時間が過ぎま

した。（安福拓斗）

昨年度から、下校の方法の見直しを進めており、５限まででの下校（１～３年お

よび委員会活動の日の４年生）については、２つの校舎の昇降口前で順に学年下校

を行っています。また、一斉下校の日に雨降りとなった場合には、学年下校で行い

ます。これは、以下の理由等によるものです。

・ 児童数が多いため、一度に下校させようとすると、整列や確認にかなり時間が

かかってしまう。

・ ５限まででの下校時間が、６限の授業時間と重なっており、運動場で並んでい

ると下校完了まで６限の体育授業が行えない。

・ いくつものパターンで行うよりも、１つのパターンで行う方が、児童一人一人

にとって早く確実に身につき、結果的に全体としてスムーズに行うことができる。

下校の見直しをしても、例えば１年生が分団で１人しかいないところなどは、１

人にならないように工夫をしていきます。また、一斉下校でも学年下校でも同じよ

うに安全に下校できるよう、指導していきます。地域やご家庭の方でも、安全に下

校できるよう、声掛けや、時には通学路での見守りをしていただけるとありがたい

と思います。

～下校について～


